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パッシブデザインを活用した設計手法の解説書 第２弾 

『環境共生住宅 早わかり設計ガイド／集合住宅編』を出版 

 

○環境共生住宅（集合住宅）の設計の流れ、ポイント、具体的手法をわかりやすく紹介 

○手法ごとに地域性や主要な法制度との関係を一覧で整理 

  

 

一般社団法人 環境共生住宅推進協議会（会長：竹中宣雄）は、パッシブデザインを活

用した集合住宅の設計方法を解説する『環境共生住宅 早わかり設計ガイド／集合住宅編

～30 の手法と 10 の住まい方～』を創樹社より出版いたします。 

 

一般社団法人 環境共生住宅推進協議会（以下、kkj）は、豊かな自然や美しい四季の

変化を感じる「環境と共生する住まい・まちづくり」をめざし、1990 年より研究・提案・

実施・検証等を通じて環境共生住宅の普及促進活動に取り組んできました。 

この度、昨年４月に発行した「戸建住宅編」に続き、kkj がこれまで四半世紀以上にわ

たって蓄積してきた知見やノウハウを結集した集大成として、集合住宅における環境共生

手法を 30項目に集約した設計ガイドを取りまとめました。 

 

この設計ガイドは、近年の社会的課題に対応するための『提言「住まい・まち・暮らし

の環境共生」』に示すパッシブデザインの考え方を集合住宅においても取り入れ、周辺環

境や地域資源を活かした快適性・省エネルギー性の両立と、自然災害のリスク低減を図っ

た集合住宅を実現するため、設計の流れ・ポイント・具体的な方法等をわかりやすく解説

するとともに、kkj 内外の関連情報も参照できるようになっています。 

 

また、地域の自然環境や住まいの性能を活かし、自然や季節と寄り添いながら快適で健

康的に暮らすための 10項目からなる集合住宅での住まい方も提案しています。 

 

kkj では今後、地域の分譲・賃貸集合住宅の企画開発・計画・設計等に携わる実務者の

方々を対象に、この設計ガイドを活用した環境共生住宅（集合住宅）の普及推進活動を展

開していきます。 
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■環境共生住宅 早わかり設計ガイド／集合住宅編の主な内容 

 

第 1 章 環境共生住宅とは 

・環境共生住宅がめざすもの 

・環境共生住宅の位置づけ 

・環境共生住宅の計画・設計の流れと概要 

 

第 2 章 計画・設計編 

・プレ・デザイン 

・デザイン 

ステップ 1 住まいの立地環境を読み解き整える 

ステップ 2 周辺環境や地域環境を活かして住まいをつくる 

ステップ 3 低環境負荷型の設備・技術を組入れる 

ステップ 4 取り組みを統合的にマネジメントする 

 

第 3 章 住まい方編 

・ポスト・デザイン 

夏に涼しさを得る 

冬に暖かさを得る 

小さなエネルギーで快適さを得る 

    廃棄物を減らし資源に回す 

水循環に配慮し水を上手に利用する 

緑や生きものを育む暮らし 

健康で快適な室内空気質 

自然災害に備える 

日常災害に備える 

長く住み続けるために 
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